
－56－

所 得 税

租 税 条 約 実 施 特 例 法 上 の 届 出 書 の 法 的 性 質

東 京 大 学 教 授 増 井 良 啓

当 社 は 東 京 に 本 店 を 有 す る 株 式 会 社 で す 。 当 社 は こ

の た び 、 税 務 調 査 を 受 け 、 株 主 に 支 払 っ た 剰 余 金 の 配

当 に つ き 源 泉 徴 収 漏 れ を 指 摘 さ れ ま し た 。

と こ ろ で 、 当 社 の 株 主 の ひ と つ は 、 米 国 に 本 店 の あ

る Ａ 社 で す 。 Ａ 社 は 、 日 本 国 内 に 恒 久 的 施 設 を 有 し て

い ま せ ん 。 Ａ 社 は 数 年 前 か ら 当 社 の 主 要 な 取 引 相 手 に

な っ て お り 、 当 社 の 議 決 権 付 株 式 の １ ０ ％ を 直 接 に 所

有 し て い ま す 。 Ａ 社 に 連 絡 し た と こ ろ ､ ｢日 米 租 税 条 約

が 配 当 に つ い て 定 め る 源 泉 税 の 軽 減 措 置 を 適 用 し て ほ

し い 」 と い う 返 答 が あ り ま し た 。

そ こ で 、 Ａ 社 と の 関 係 で 源 泉 徴 収 を す る に あ た り 、

ど の よ う な 手 続 に よ れ ば よ い か 教 え て く だ さ い 。 と り

わ け 、 租 税 条 約 の 限 度 税 率 を 適 用 す る に あ た っ て は 、

事 前 に 届 出 書 を 提 出 す る こ と が 定 め ら れ て い る よ う で

す が 、 今 回 の よ う な 場 合 に は ど う す べ き で し ょ う か 。

ま た 、 加 算 税 や 延 滞 税 は ど う な る の で し ょ う か 。
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Ⅰ 問 題 の 所 在

所 得 税 法 は 、非 居 住 者 ・ 外 国 法 人 に 対 す る 各 種 投 資 所 得 の 支 払 に

つ き 、 源 泉 所 得 税 を 課 す た め の ル ー ル を 置 い て い る 。 そ し て 、 そ の

税 率 を 軽 減 し 、 あ る い は 源 泉 所 得 税 を 免 除 す る た め に 、 多 く の 租 税

条 約 が 締 結 さ れ て い る 。と こ ろ が 、限 度 税 率 の 適 用 や 源 泉 所 得 税 の

免 除 を 実 施 す る た め の 手 続 に つ い て 、 租 税 条 約 自 体 に は ほ と ん ど 定

め が な い 。 こ の 点 に つ き 定 め る の が 、「 租 税 条 約 の 実 施 に 伴 う 所 得

税 法 、 法 人 税 法 及 び 地 方 税 法 の 特 例 に 関 す る 法 律 （ 以 下 「 実 施 法 」

と い う 。）」 で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 図 表 １ の 政 令 と 省 令 が 、 届

出 や 還 付 等 の 手 続 に つ い て 定 め て い る 。本 稿 は 、こ の よ う な 手 続 に

お け る 届 出 書 が 、 い か な る 法 的 性 質 を 有 す る か を 検 討 す る も の で あ

る ｡

図 表 １ 実 施 法 に 関 す る 政 令 と 省 令

「 租 税 条 約 の 実 施 に 伴 う 所 得 税 法 、法 人 税 法 及 び 地 方 税 法 の 特

例 に 関 す る 法 律 施 行 令（ 昭 和 ４ ４ 年 政 令 第 １ ６ ５ 号 、最 終 改 正

平 成 ２ ０ 年 政 令 第 １ ６ ０ 号 ） 」

→ 本 稿 で は こ れ を 「 実 施 令 」 と い う 。

「 租 税 条 約 の 実 施 に 伴 う 所 得 税 法 、法 人 税 法 及 び 地 方 税 法 の 特

例 に 関 す る 法 律 の 施 行 に 関 す る 省 令（ 昭 和 ４ ４ 年 大 蔵 ・ 自 治 令

第 １ 号 、 最 終 改 正 平 成 ２ １ 年 総 務 ・ 財 務 令 第 ４ 号 ） 」

→ 本 稿 で は こ れ を 「 実 施 省 令 」 と い う 。

本 事 例 で 主 に 問 題 に な る の は Ａ 社 に 対 す る 配 当 の 支 払 に つ い て 、

国 内 法 上 の 税 率 ２ ０ ％ で 源 泉 徴 収 す る の か 、そ れ と も 、日 米 租 税 条
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約 上 の 限 度 税 率 ５ ％ で 源 泉 徴 収 す る の か ､と い う 点 で あ る (図 表 ２ )｡

付 随 し て 、租 税 条 約 の 適 用 が 加 算 税 や 延 滞 税 に ど の よ う な 影 響 を 及

ぼ す か も 、 問 題 と な る 。 そ し て 、 実 施 法 上 の 届 出 書 の 法 的 性 質 を ど

う 考 え る か に よ っ て 、こ れ ら の 問 題 に 関 す る 結 論 が 異 な っ て く る の

で あ る 。

図 表 ２ 本 事 例 の 主 な 問 題

日 本 米 国

源 泉 所 得 税 ： ５ ％ か ２ ０ ％ か ？

当 社 配 当 支 払 Ａ 社

以 下 で は 、Ⅱ で 租 税 条 約 上 の 限 度 税 率 を 適 用 す る た め の 手 続 を 概

観 し 、Ⅲ で 実 施 法 上 の 届 出 書 の 法 的 性 質 を 論 ず る 。Ⅳ は 結 論 と 展 望

で あ る 。

Ⅱ 配 当 に 係 る 租 税 条 約 上 の 限 度 税 率

１ 事 例 に 即 し た 例 解

ま ず 議 論 の 前 提 と し て 、租 税 条 約 上 の 限 度 税 率 を 適 用 す る た め の

手 続 を 概 観 し て お く 。イ メ ー ジ を 得 や す い よ う に 本 事 例 に 即 し て 例

解 す る と 、 以 下 の 通 り で あ る
( 1 )

。

２ 所 得 税 法 の 定 め

（ １ ） 外 国 法 人 の 納 税 義 務

Ａ 社 は 米 国 に 本 店 が あ る か ら 、 日 本 の 所 得 税 法 上 「 外 国 法 人 」 に

あ た る（ 所 法 ２ ① 七 ）｡外 国 法 人 で あ る Ａ 社 は ､「 外 国 法 人 課 税 所 得 」
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の 支 払 を 受 け る と き 、 所 得 税 の 納 税 義 務 を 負 う （ 所 法 ５ ④ ）。 こ こ

に 「 外 国 法 人 課 税 所 得 」 と は 、「 国 内 源 泉 所 得 の う ち 第 １ ６ １ 条 第

１ 号 の ２ か ら 第 ７ 号 ま で に 掲 げ る も の 」の こ と で あ る（ 所 法 ５ ② 第

２ 括 弧 書 き ）。 内 国 法 人 か ら 受 け る 剰 余 金 の 配 当 は 国 内 源 泉 所 得 に

該 当 し ､「 外 国 法 人 課 税 所 得 」 に あ た る か ら （ 所 法 １ ６ １ ⑤ イ ） ､Ａ

社 は 所 得 税 の 納 税 義 務 を 負 う こ と に な る 。こ の 配 当 は 、Ａ 社 の 課 税

所 得 の 範 囲 に 含 ま れ る （ 所 法 ７ ① 五 ）。

Ａ 社 が 支 払 を 受 け る 当 該 配 当 の 金 額 は 、外 国 法 人 に 係 る 所 得 税 の

課 税 標 準 と さ れ る （ 所 法 １ ７ ８ ）。 税 率 は ２ ０ ％ で あ る （ 所 法 １ ７

９ ）。 こ の よ う に 、 所 得 税 法 上 、 納 税 義 務 者 は あ く ま で Ａ 社 と さ れ

て お り 、 所 得 税 の 税 率 は ２ ０ ％ で あ る 。

（ ２ ） 支 払 者 の 源 泉 徴 収 義 務

こ の 定 め を 前 提 と し て ､源 泉 徴 収 に 関 す る ル ー ル が 置 か れ て い る ｡

外 国 法 人 に 対 し 国 内 に お い て 所 定 の 国 内 源 泉 所 得 の 支 払 を す る 者 は

そ の 支 払 の 際 、 所 得 税 を 徴 収 し 、 国 に 納 付 し な け れ ば な ら な い （ 所

法 ２ １ ２ ① ）。 所 定 の 国 内 源 泉 所 得 と は 、 所 得 税 「 法 １ ６ １ 条 第 １

号 の ２ か ら 第 ７ 号 ま で 、も し く は 、第 ９ 号 か ら １ ２ 号 ま で に 掲 げ る

国 内 源 泉 所 得 」 の こ と で あ る 。 本 事 例 に お け る 剰 余 金 の 配 当 は 、 第

５ 号 に 掲 げ る 国 内 源 泉 所 得 に あ た る 。 よ っ て 、 事 例 に お い て 「 国 内

に お い て 」支 払 が な さ れ て い た と す れ ば 、支 払 者 (本 事 例 の ｢当 社 ｣ )

は 、 源 泉 徴 収 義 務 を 負 う こ と に な る 。

そ の 場 合 の 徴 収 税 額 は ２ ０ ％ で あ り （ 所 法 ２ １ ３ ① 一 イ ）、 Ａ 社

に 係 る 所 得 税 率 と 等 し い 。 つ ま り 、 ２ ０ ％ で 源 泉 徴 収 し て い れ ば 、

そ の 源 泉 徴 収 税 額 が 、Ａ 社 の 納 付 す べ き 所 得 税 額 と 一 致 す る よ う に

な っ て い る 。 そ の た め 、 Ａ 社 と し て は ， 改 め て 日 本 の 税 務 署 と 交 渉

す る 手 間 が か か ら な い 。

（ ３ ） 両 者 の 関 係

こ う し て 納 税 義 務 者 は あ く ま で 外 国 法 人 で あ る と 構 成 さ れ て い る
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も の の 、 現 実 の 納 税 事 務 は 源 泉 徴 収 義 務 者 が 行 う 。 そ こ で 、 両 者 の

関 係 を ど う 考 え る か が 問 題 と な る 。源 泉 徴 収 の 法 律 関 係 の 問 題 で あ

る 。

こ の 点 、居 住 者 に 対 す る 給 与 支 払 の 事 案 に つ い て 、最 高 裁 の 判 例

は 、「 源 泉 所 得 税 と 申 告 所 得 税 と の 各 租 税 債 務 の 間 に は 同 一 性 が な

く 、源 泉 所 得 税 の 納 税 に 関 し て は 、国 と 法 律 関 係 を 有 す る の は 支 払

者 の み で 、受 給 者 と の 間 に は 直 接 の 法 律 関 係 を 生 じ な い 」と 述 べ て

い る （ 最 判 平 成 ４ 年 ２ 月 １ ８ 日 民 集 ４ ６ 巻 ２ 号 ７ ７ 頁 ）。 こ の 理 解

に 基 づ き 、 最 高 裁 は 、 源 泉 所 得 税 の 徴 収 ・ 納 付 に つ い て 誤 り が あ る

場 合 、国 に 対 し て 誤 納 金 の 還 付 を 請 求 す る こ と が で き る の は 支 払 者

で あ る と し て い る 。

こ れ に 対 し 、実 施 法 の 定 め に よ る と 、外 国 法 人 に 対 す る 国 内 源 泉

所 得 の 支 払 に つ い て 源 泉 徴 収 に 誤 り が あ っ た 場 合 、還 付 を 請 求 す る

の は 支 払 者 で は な く 、外 国 法 人 と さ れ て い る（ 実 施 令 ２ や 実 施 省 令

２ な ど ）。 還 付 先 も 、 外 国 法 人 で あ る （ 実 施 法 ３ ② な ど ）。 そ こ で 、

学 説 上 、「 非 居 住 者 な い し 外 国 法 人 の 所 得 に か か る 源 泉 徴 収 に お い

て は 、 国 （ 税 務 署 長 ） と 本 来 の 納 税 義 務 者 と が 直 接 法 律 関 係 に 立 つ

も の と し て 構 成 さ れ て い る と 考 え ら れ る 」 と 解 さ れ て い る
( 2 )

。

所 得 税 法 が 居 住 者 ・ 内 国 法 人 と 非 居 住 者 ・ 外 国 法 人 と の 間 で 源 泉

徴 収 の 法 律 関 係 を 異 な る も の と し て 構 成 し て い る か ど う か は 、あ ま

り 明 ら か で な い 。所 得 税 法 ２ ２ １ 条 や ２ ２ ２ 条 は い ず れ に つ い て も

等 し く 適 用 さ れ る 。 し か し 、 実 施 法 ま で 含 め て 考 え る と 、 外 国 法 人

が 受 給 者 で あ る 場 合 、源 泉 徴 収 の 法 律 関 係 の 構 成 が 、通 常 の 国 内 事

案 と や や 異 な っ て き う る こ と に 注 意 す る 必 要 が あ る 。 こ の こ と を 本

事 例 に そ く し て い え ば 、 Ａ 社 の 負 う 納 税 義 務 （ 所 法 ５ ④ ） と 、 支 払

者 の 負 う 源 泉 徴 収 義 務 （ 所 法 ２ １ ２ ① ） は 、 上 記 最 高 裁 判 決 の 判 示

と 異 な り 、租 税 債 務 の 内 容 に お い て 同 一 の も の と 考 え る 余 地 が あ る

こ と に な る 。
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３ 日 米 租 税 条 約 の 定 め

（ １ ） 配 当 に 係 る 源 泉 地 国 課 税 の 制 限

日 米 租 税 条 約 は 、 配 当 に つ い て 源 泉 地 国 の 課 税 を 制 限 し て い る 。

す な わ ち 、 持 株 割 合 に 応 じ 、 源 泉 税 の 軽 減 や 免 税 を 定 め て い る （ 日

米 １ ０ ② ③ ）。 よ り 具 体 的 に は ､「 当 該 配 当 の 受 益 者 が ､当 該 配 当 の

支 払 を 受 け る 者 が 特 定 さ れ る 日 に 、当 該 配 当 を 支 払 う 法 人 の 議 決 権

の あ る 株 式 の １ ０ ％ 以 上 を 直 接 又 は 間 接 に 所 有 す る 法 人 で あ る 場 合 」

に は 、 源 泉 地 国 の 課 す こ と の で き る 租 税 の 額 は 、「 当 該 配 当 の 額 の

５ ％ 」 を 超 え な い も の と す る （ 日 米 １ ０ ② ）。 本 事 例 の Ａ 社 は 、 日

米 租 税 条 約 の ま さ に こ の 条 項 の 適 用 を 求 め て い る の で あ る（ 以 下 こ

れ を 「 配 当 条 項 」 と い う 。）。

（ ２ ） 配 当 条 項 を 適 用 す る た め の 実 体 的 要 件

配 当 条 項 を 適 用 す る た め に は 、上 の 株 式 所 有 要 件 を は じ め と し て

日 米 租 税 条 約 の 定 め る い く つ も の 要 件 を 満 た す 必 要 が あ る 。株 式 所

有 要 件 以 外 の 主 な 要 件 と し て 、 図 表 ３ に 掲 げ た も の が あ る 。

図 表 ３ 配 当 条 項 を 適 用 す る た め の 主 な 要 件

＊ 支 払 法 人 と 法 人 株 主 が 「 居 住 者 （ r e s i d e n t）」 で あ る こ と

（ 日 米 １ ０ ① 、 １ ① 、 ４ ① ）

＊ 配 当 を 受 け 取 る 法 人 株 主 が 「 受 益 者 」 で あ る こ と

（ b e n e f i c i a l l y o w n e d）（ 日 米 １ ０ ② （ ａ ））

＊ 配 当 を 受 け 取 る 法 人 株 主 が 適 格 居 住 者 で あ る な ど 、

特 典 条 項 の 要 件 を 満 た し て い る こ と （ 日 米 ２ ２ ）

こ れ ら の 要 件 を 満 た し て い る か 否 か を 判 定 す る に は 、納 税 者 の 属

性 に 関 す る 詳 細 な 情 報 が 必 要 で あ る 。 と こ ろ が 、 日 米 租 税 条 約 は 、

ど の よ う な 情 報 を 誰 が い つ ま で に 提 供 す る 義 務 を 負 う か に つ い て 、
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具 体 的 な 定 め を 置 い て い な い 。 そ の た め 、 次 に み る よ う に 、 実 施 法

が 制 定 さ れ て い る 。

４ 実 施 法 の 定 め

（ １ ） 実 施 法 の 構 造

本 事 例 で 問 題 と な る 日 米 租 税 条 約 の 配 当 条 項 は 、日 本 国 の 課 す こ

と の で き る 租 税 の 額 は 「 当 該 配 当 の 額 の ５ ％ 」 を 「 超 え な い も の と

す る 」 と し て い る （ 日 米 １ ０ ② ）。 ｢５ ％ を 超 え な い ｣と い う だ け で

は 、上 限 を 定 め て い る だ け で あ っ て 、５ ％ 以 下 の ど の 税 率 を 適 用 す

れ ば よ い か が 確 定 し な い 。 そ こ で 、 国 内 法 上 、 確 定 し た 税 率 で も っ

て 源 泉 徴 収 義 務 を 課 す こ と が で き る よ う に 、実 施 法 が 以 下 の よ う に

定 め て い る 。

実 施 法 の 定 義 で は 、本 事 例 の Ａ 社 に 相 当 す る 外 国 法 人 を「 相 手 国

居 住 者 等 」 と 呼 び 、 配 当 の 額 の ５ ％ を ｢限 度 税 率 ｣と 呼 ぶ (図 表 ４ )。

図 表 ４ 実 施 法 ２ 条 に よ る 定 義

「 租 税 条 約 」 ＝ 我 が 国 が 締 結 し た 所 得 に 対 す る 租 税 に 関 す る

二 重 課 税 の 回 避 又 は 脱 税 の 防 止 の た め の 条 約

「 相 手 国 居 住 者 等 」 ＝ 所 得 税 法 第 二 条 第 一 項 第 五 号 に 規 定 す

る 非 居 住 者 又 は 同 項 第 七 号 に 規 定 す る

外 国 法 人 で 、 租 税 条 約 の 規 定 に よ り 当

該 租 税 条 約 の 我 が 国 以 外 の 締 約 国 の 居

住 者 又 は 法 人 と さ れ る も の

「 限 度 税 率 」 ＝ 租 税 条 約 に お い て 相 手 国 居 住 者 等 に 対 す る 課

税 に つ き 一 定 の 税 率 又 は 一 定 の 割 合 で 計 算 し

た 金 額 を 超 え な い も の と し て い る 場 合 に お け

る そ の 一 定 の 税 率 又 は 一 定 の 割 合
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実 施 法 は 、所 得 税 法 上 の 税 率 が 条 約 上 の 限 度 税 率 よ り も 高 い 場 合

条 約 上 の 限 度 税 率 に 置 き 換 え る 。本 事 例 で あ れ ば 、相 手 国 居 住 者 等

で あ る Ａ 社 が 支 払 を 受 け る 配 当 に つ い て 、所 得 税 法 上 の 税 率 ２ ０ ％

に 代 え て 、日 米 条 約 の 定 め る 限 度 税 率 ５ ％ に よ る も の と 定 め て い る

（ 実 施 法 ３ の ２ ）。 法 律 の テ ク ス ト を 図 表 ５ に 引 用 し て お く （ 下 線

や 網 掛 け 、イ タ リ ッ ク な ど は 増 井 に よ る 。以 下 の 図 表 に お け る 法 令

の 引 用 に つ き 同 じ ）。

図 表 ５ 実 施 法 ３ 条 の ２

相 手 国 居 住 者 等 が 支 払 を 受 け る 配 当 等 （ 租 税 条 約 に 規 定 す る

配 当 、 利 子 若 し く は 使 用 料 （ 当 該 租 税 条 約 に お い て こ れ ら に

準 ず る 取 扱 い を 受 け る も の を 含 む 。）又 は そ の 他 の 所 得 で 、所

得 税 法 の 施 行 地 に そ の 源 泉 が あ る も の を い う 。以 下 同 じ 。）の

う ち 、 当 該 相 手 国 居 住 者 等 に 係 る 相 手 国 と の 間 の 租 税 条 約 の

規 定 に お い て 、 当 該 相 手 国 に お い て そ の 法 令 に 基 づ き 当 該 相

手 国 居 住 者 等 の 所 得 と し て 取 り 扱 わ れ る も の と さ れ る も の

（ 次 項 に お い て 「 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 」 と い う 。） で あ つ て

限 度 税 率 を 定 め る 当 該 租 税 条 約 の 規 定 の 適 用 が あ る も の に 対

す る 同 法 第 百 七 十 条 、 第 百 七 十 九 条 若 し く は 第 二 百 十 三 条 第

一 項 又 は 租 税 特 別 措 置 法 第 三 条 第 一 項 、 第 八 条 の 二 第 一 項 、

第 三 項 若 し く は 第 四 項 、 第 九 条 の 三 、 第 九 条 の 五 の 二 第 二 項

か ら 第 四 項 ま で 、 第 四 十 一 条 の 九 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で 、 第

四 十 一 条 の 十 第 一 項 若 し く は 第 四 十 一 条 の 十 二 第 一 項 若 し く

は 第 二 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 当 該 限 度 税 率 が 当 該 配 当

等 に 適 用 さ れ る こ れ ら の 規 定 に 規 定 す る 税 率 以 上 で あ る 場 合

を 除 き 、 こ れ ら の 規 定 に 規 定 す る 税 率 に 代 え て 、 当 該 租 税 条

約 の 規 定 に よ り 当 該 配 当 等 に つ き そ れ ぞ れ 適 用 さ れ る 限 度 税
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率 に よ る も の と す る 。

（ ２ ） 比 較 法 的 位 置 づ け

比 較 法 的 に は 、投 資 所 得 支 払 の 際 の 源 泉 徴 収 に つ き 、条 約 上 の 限

度 税 率 を 国 内 法 上 ど う 実 施 す る か に つ い て 、各 国 の や り 方 は ま ち ま

ち で あ る 。す な わ ち 、① 限 度 税 率 を そ の ま ま 適 用 し て 源 泉 徴 収 す る

や り 方 か ら 、② い っ た ん 国 内 法 上 の 高 い 税 率 で 源 泉 徴 収 し て お き 後

に 限 度 税 率 と の 差 額 を 還 付 す る や り 方 ま で 、 い ろ い ろ な 例 が あ る 。

１ ９ ９ ８ 年 の 研 究 は 、各 国 の や り 方 が ば ら ば ら で あ り 、国 際 的 に 一

貫 し た 慣 行 が 存 在 し な い と 述 べ て い た
( 3 )

。 ま た 、 ２ ０ ０ ９ 年 の 研 究

も 各 国 の や り 方 に 調 整 が と れ て い な い こ と を 指 摘 し 、米 仏 蘭 露 葡 加

の 裁 判 例 に 言 及 し て い る
( 4 )

。

こ の 中 で 、 日 本 の 実 施 法 は 、 ① の タ イ プ に 属 す る 。 租 税 条 約 上 の

特 典 が 支 払 時 に 即 時 に 与 え ら れ 、相 対 的 に み て 納 税 者 に 対 し て 親 切

な 類 型 で あ る 。条 約 の 趣 旨 を 国 内 法 上 ス ム ー ズ に 実 現 す る と い う 意

味 で も 、わ ざ わ ざ 面 倒 な 手 続 を 経 て 還 付 す る 必 要 が な い と い う 意 味

で も 一 般 的 に は 望 ま し い や り 方 と い え よ う 。Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ モ デ ル 租 税 条

約 の 注 釈 も 、 同 様 の 評 価 を 下 し て い る
( 5 )

。

も っ と も 、こ の や り 方 の 下 で は 、限 度 税 率 を 適 用 す る た め の 条 約

上 の 諸 要 件（ 先 に 掲 げ た 図 表 ３ を 参 照 ）を 満 た し て い る か ど う か を

判 定 す る 基 準 時 が 、 支 払 時 で な け れ ば な ら な い こ と に な る 。

５ 通 常 の 手 続

（ １ ） 様 式 １ お よ び 添 付 書 類 の 提 出

そ こ で 、支 払 日 よ り 前 に 届 出 書 を 提 出 す る こ と が 外 国 法 人 に 要 求

さ れ て い る 。 す な わ ち 、 相 手 国 居 住 者 等 は 、 一 定 の 事 項 を 記 載 し た

届 出 書 を 、最 初 に 支 払 を 受 け る 日 の 前 日 ま で に 、源 泉 徴 収 義 務 者 を
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経 由 し て 、所 轄 の 税 務 署 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い（ 実 施 省 令 ２

① ）。届 出 書 の 様 式 と し て 、国 税 庁 が「 租 税 条 約 に 関 す る 届 出 書（ 配

当 に 対 す る 所 得 税 の 軽 減 ・ 免 除 ）（ 様 式 １ ）」 を 定 め て い る
( 6 )

。

本 事 例 で 問 題 に な る 日 米 租 税 条 約 は 特 典 条 項 を 有 し て い る た め 、

Ａ 社 と し て は 、 さ ら に 詳 細 な 情 報 と し て 、「 特 典 条 約 に 関 す る 付 表

（ 様 式 １ ７ ）」 お よ び 相 手 国 の 居 住 者 証 明 書 等 を 添 付 す る 必 要 が あ

る （ 実 施 省 令 ９ の ５ ）。

（ ２ ） 実 施 省 令 ２ 条 １ 項 の 規 定 と そ の 位 置 づ け

こ こ で は 、以 上 の 手 続 の 根 拠 規 定 と し て 最 も 基 本 的 な 実 施 省 令 ２

条 １ 項 の テ ク ス ト を 掲 げ て お く （ 図 表 ６ ）。

図 表 ６ 実 施 省 令 ２ 条 １ 項

相 手 国 居 住 者 等 は 、 そ の 支 払 を 受 け る 法 第 三 条 の 二 第 一 項 に

規 定 す る 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 相 手

国 居 住 者 等 配 当 等 」と い う 。）に つ き 所 得 税 法 第 二 百 十 二 条 第

一 項 若 し く は 第 二 項 又 は 租 税 特 別 措 置 法 第 九 条 の 五 の 二 第 四

項 若 し く は 第 四 十 一 条 の 九 第 三 項 の 規 定 に よ り 徴 収 さ れ る べ

き 所 得 税 に つ い て 当 該 相 手 国 居 住 者 等 に 係 る 相 手 国 と の 間 の

租 税 条 約 の 規 定 に 基 づ き 軽 減 又 は 免 除 を 受 け よ う と す る 場 合

に は 、 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 に 係 る 源 泉 徴 収 義 務 者 ご と

に 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 届 出 書 を 、 当 該 租 税 条

約 の 効 力 発 生 の 日 以 後 最 初 に そ の 支 払 を 受 け る 日 の 前 日 ま で

（ そ の 支 払 を 受 け る 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 が 無 記 名 の 株 式 、

出 資 若 し く は 受 益 証 券 に 係 る も の 又 は 無 記 名 の 債 券 に 係 る も

の （ 次 項 に お い て 「 無 記 名 配 当 等 」 と い う 。 ） で あ る 場 合 に

あ つ て は 、 そ の 支 払 を 受 け る 都 度 、 当 該 支 払 を 受 け る 時 ） に 、

当 該 源 泉 徴 収 義 務 者 を 経 由 し て 、 当 該 源 泉 徴 収 義 務 者 の 納 税
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地 の 所 轄 税 務 署 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

一 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 の 支 払 を 受 け る 者 の 氏 名 、 国

籍 及 び 住 所 若 し く は 居 所 又 は 名 称 、 本 店 若 し く は 主 た る 事 務

所 の 所 在 地 及 び そ の 事 業 が 管 理 さ れ 、 か つ 、 支 配 さ れ て い る

場 所 の 所 在 地

二 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 の 支 払 を 受 け る 者 の 当 該 相 手

国 居 住 者 等 配 当 等 に 係 る 当 該 相 手 国 に お け る 納 税 地 及 び 当 該

支 払 を 受 け る 者 が 当 該 相 手 国 に お い て 納 税 者 番 号 を 有 す る 場

合 に は 、 当 該 納 税 者 番 号

三 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 に つ き 当 該 租 税 条 約 の 規 定 に

基 づ き 租 税 の 軽 減 又 は 免 除 を 受 け る こ と が で き る 事 情 の 詳 細

四 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 の 支 払 者 の 氏 名 及 び 住 所 若 し

く は 居 所 又 は 名 称 及 び 本 店 若 し く は 主 た る 事 務 所 の 所 在 地

五 次 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 掲 げ る 事 項

イ 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 で あ る 配 当 （ 租 税 条 約 に 規 定

す る 配 当 （ 当 該 租 税 条 約 に お い て こ れ に 準 ず る 取 扱 い を 受 け

る も の を 含 む 。 ） で 、 国 内 に そ の 源 泉 が あ る も の を い う 。 以

下 第 二 条 の 五 ま で に お い て 同 じ 。 ） の 支 払 を 受 け る 場 合 当

該 配 当 に 係 る 株 式 （ 投 資 信 託 及 び 投 資 法 人 に 関 す る 法 律 （ 昭

和 二 十 六 年 法 律 第 百 九 十 八 号 ） 第 二 条 第 十 四 項 に 規 定 す る 投

資 口 を 含 む 。 以 下 第 二 条 の 五 ま で に お い て 同 じ 。 ） 、 出 資 、

基 金 又 は 受 益 権 の 銘 柄 又 は 名 称 、 種 類 及 び 数 量 並 び に そ の 取

得 の 日

ロ 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 で あ る 利 子 （ 租 税 条 約 に 規 定

す る 利 子 （ 当 該 租 税 条 約 に お い て こ れ に 準 ず る 取 扱 い を 受 け

る も の を 含 む 。 ） で 、 国 内 に そ の 源 泉 が あ る も の を い う 。 以

下 第 二 条 の 五 ま で に お い て 同 じ 。 ） で 債 券 に 係 る も の の 支 払
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を 受 け る 場 合 当 該 債 券 の 種 類 、 名 称 、 額 面 金 額 及 び 数 量 並

び に そ の 取 得 の 日

ハ 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 で あ る 利 子 で 債 券 に 係 る も の

以 外 の も の の 支 払 を 受 け る 場 合 当 該 利 子 の 支 払 の 基 因 と な

つ た 契 約 の 締 結 の 日 、 契 約 金 額 及 び 契 約 期 間 並 び に 当 該 契 約

期 間 に お い て 支 払 わ れ る 当 該 利 子 の 金 額 及 び そ の 支 払 期 日

ニ 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 で あ る 使 用 料 （ 租 税 条 約 に 規

定 す る 使 用 料 （ 当 該 租 税 条 約 に お い て こ れ に 準 ず る 取 扱 い を

受 け る も の を 含 む 。）で 、国 内 に そ の 源 泉 が あ る も の を い う 。

以 下 第 二 条 の 五 ま で に お い て 同 じ 。）の 支 払 を 受 け る 場 合 当

該 使 用 料 の 支 払 の 基 因 と な つ た 契 約 の 締 結 の 日 及 び 契 約 期 間

並 び に 当 該 契 約 期 間 に お い て 支 払 わ れ る 当 該 使 用 料 の 金 額 及

び そ の 支 払 期 日

ホ 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 で あ る そ の 他 の 所 得 （ 租 税 条

約 に 規 定 す る そ の 他 の 所 得 で 、 国 内 に そ の 源 泉 が あ る も の を

い う 。 以 下 第 二 条 の 五 ま で に お い て 同 じ 。 ） の 支 払 を 受 け る

場 合 当 該 そ の 他 の 所 得 の 種 類 、 金 額 、 支 払 方 法 、 支 払 期 日

及 び 支 払 の 基 因 と な つ た 契 約 の 内 容

六 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 の 支 払 を 受 け る 者 が 国 税 通 則

法 第 百 十 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 納 税 管 理 人 の 届 出 を し て い

る 場 合 に は 、 当 該 納 税 管 理 人 の 氏 名 及 び 住 所 又 は 居 所

七 そ の 他 参 考 と な る べ き 事 項

実 施 省 令 の 上 の 規 定 は 、 柱 書 の 「 提 出 し な け れ ば な ら な い 」 と い

う 規 定 振 り か ら も 明 ら か な よ う に 、外 国 法 人 に 対 し て 義 務 を 課 し て

い る 。し か し 、法 律 レ ベ ル で は 実 施 に 関 す る 一 般 的 な 委 任 規 定 が あ

る だ け で （ 実 施 法 １ ２ ）、 情 報 提 供 に 関 し て 個 別 の 委 任 規 定 が 設 け
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ら れ て い る わ け で は な い 。省 令 レ ベ ル で は じ め て 定 め る 事 柄 で あ る

た め か 、 義 務 不 履 行 に 対 す る 罰 則 な ど の 制 裁 規 定 も 見 当 た ら な い 。

こ う し て 、外 国 法 人 が 届 出 書 を タ イ ム リ ー に 提 出 し な か っ た 場 合 の

法 的 効 果 は 、 あ げ て 解 釈 に 委 ね ら れ た 問 題 と な る 。

６ 還 付 の 手 続

も っ と も 、実 施 省 令 自 体 に 手 が か り が な い わ け で は な い 。租 税 条

約 の 規 定 の 適 用 を 受 け な か つ た こ と に よ り 、国 内 法 上 の 高 い 税 率 で

徴 収 さ れ た 所 得 税 に つ い て 、租 税 条 約 の 規 定 に 基 づ き 軽 減 を 受 け よ

う と す る と き は 、相 手 国 居 住 者 等 は 還 付 請 求 が で き る 旨 の 規 定 が あ

る （ 実 施 省 令 ２ ⑧ 、 図 表 ７ ） 。 そ の た め の 手 続 と し て 、 相 手 国 居 住

者 等 は 、還 付 請 求 書 を 、源 泉 徴 収 義 務 者 を 経 由 し て 所 轄 の 税 務 署 長

に 提 出 し な け れ ば な ら な い （ 実 施 省 令 ２ ⑨ 、 様 式 １ １ ） 。

図 表 ７ 実 施 省 令 ２ 条 ８ 項

相 手 国 居 住 者 等 は 、 所 得 税 法 第 二 百 十 二 条 第 一 項 若 し く は 第

二 項 又 は 租 税 特 別 措 置 法 第 九 条 の 三 の 二 第 一 項 、 第 九 条 の 五

の 二 第 四 項 若 し く は 第 四 十 一 条 の 九 第 三 項 の 規 定 （ 以 下 こ の

項 に お い て 「 相 手 国 居 住 者 等 の 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 に 関 す

る 規 定 」 と い う 。 ） の 適 用 が あ る 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 の 支

払 を 受 け た 場 合 に お い て 、 第 一 項 に 規 定 す る 租 税 条 約 の 規 定

の 適 用 を 受 け な か つ た こ と に よ り 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等

に つ き 相 手 国 居 住 者 等 の 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 に 関 す る 規 定

に よ り 徴 収 さ れ た 所 得 税 に つ い て 、 当 該 租 税 条 約 の 規 定 に 基

づ き 軽 減 又 は 免 除 を 受 け よ う と す る と き は 、 次 の 各 号 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 に 応 じ 当 該 各 号 に 定 め る 金 額 の 還 付 を 請 求 す る

こ と が で き る 。



所 得 税

－69－

一 租 税 条 約 の 規 定 に よ り 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 に つ い

て 所 得 税 が 軽 減 さ れ る 場 合 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 に 対

す る 源 泉 徴 収 に よ る 所 得 税 の 額 か ら 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当

等 の 額 に 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 に 対 し て 適 用 さ れ る 法 第

三 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 限 度 税 率 を 乗 じ て 計 算 し た 金 額 を

控 除 し た 残 額 に 相 当 す る 金 額

二 租 税 条 約 の 規 定 に よ り 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 に つ い

て 所 得 税 が 免 除 さ れ る 場 合 当 該 相 手 国 居 住 者 等 配 当 等 に 対

す る 源 泉 徴 収 に よ る 所 得 税 の 額

こ の ル ー ル は 、平 成 ２ ０ 年 の 省 令 改 正 に よ り 追 加 さ れ た 。そ の 趣

旨 と し て 、 立 案 当 局 者 は 、「 還 付 請 求 手 続 を 明 確 化 す る こ と と さ れ

ま し た 」 と 述 べ て い る
( 7 )

。 こ の 解 説 は き わ め て 簡 潔 で あ っ て 、 租 税

条 約 と の 関 係 や 、改 正 以 前 の 法 状 態 と の 関 係 、還 付 金 以 外 の 過 誤 納

金 の 扱 い な ど 、 い く つ か の 解 釈 問 題 が 残 る 。 と り わ け 、 実 施 省 令 で

わ ざ わ ざ 還 付 の 手 続 に つ い て 定 め た と い う こ と が 、事 前 に 届 出 書 を

提 出 し て い な い 場 合 に は 必 ず こ の 還 付 手 続 に よ ら な け れ ば な ら な い

と い う こ と ま で を 意 味 す る の か ど う か 、 検 討 を 要 す る 。

な お 、還 付 加 算 金 の 計 算 に あ た っ て は 、還 付 請 求 が あ っ た 日 の 翌

日 か ら 起 算 し て １ 月 を 経 過 す る 日 の 翌 日 か ら 、還 付 の た め 支 払 決 定

を す る 日 ま た は 充 当 す る 日 ま で の 期 間 が 対 象 に な る（ 実 施 省 令 １ ５

① 三 ）。
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Ⅲ 実 施 法 上 の 届 出 書 の 法 的 性 質

１ 検 討 課 題 の 析 出

（ １ ） 本 事 例 に 固 有 の 問 題 点

本 事 例 は 、 源 泉 徴 収 漏 れ が 指 摘 さ れ て い る 事 案 で あ る 。 ゆ え に 、

外 国 法 人 が 支 払 日 の 前 に 源 泉 徴 収 義 務 者 を 経 由 し て 届 出 書 を 提 出 す

る と い う 通 常 の 手 続 を ふ む こ と が で き な い 。こ の 場 合 、源 泉 徴 収 義

務 者 と し て は 、い っ た ん ２ ０ ％ で 源 泉 徴 収 し て の ち に 還 付 を 求 め る

必 要 が あ る の だ ろ う か 。ま た 、加 算 税 や 延 滞 税 は ど う な る の だ ろ う

か 。

（ ２ ） 裁 判 例 等

こ れ ら の 問 題 を 扱 っ た 裁 判 例 は 見 当 た ら な い 。 ま た 、 ３ （ ４ ） で

み る よ う に 、国 税 庁 の ウ ェ ブ サ イ ト に は 当 局 の 考 え 方 を う か が わ せ

る 記 述 が 見 受 け ら れ る も の の 、そ れ ら は 、解 釈 通 達 と い う 形 式 を と

っ て い る わ け で も な く 、こ れ ら の 問 題 に 関 す る 当 局 の 有 権 的 解 釈 を

示 す も の で も な い 。

（ ３ ） 学 説

学 説 上 は 、届 出 書 の 提 出 が 効 力 要 件 で な い と い う 考 え 方 が 有 力 で

あ る 。 水 野 忠 恒 教 授 が １ ９ ９ ５ 年 に 発 表 し た 論 文 は 、「 源 泉 徴 収 税

額 の 軽 減 税 率 の 適 用 を 受 け る た め の 届 出 は 手 続 要 件 で あ っ て 効 力 要

件 で は な い と 解 さ れ る の で あ り 、し た が っ て 後 に 税 率 の 特 例 を 受 け

る た め に 届 出 を す る こ と に よ り 遡 及 適 用 を 受 け る こ と は 可 能 で あ ろ

う 。 」 と 論 じ て い る
( 8 )

。

赤 松 晃 博 士 も 、 水 野 論 文 を 引 用 し つ つ 、「 源 泉 徴 収 額 の 軽 減 税 率

の 適 用 を 受 け る た め の 届 出 は 手 続 要 件 で あ り 効 力 要 件 で は な い か ら

租 税 条 約 に 関 す る 届 出 を し な か っ た こ と に 基 因 し て そ の 所 得 に つ き

源 泉 徴 収 を さ れ た 場 合 に は 、『 租 税 条 約 に 関 す る 届 出 書 』 と 共 に 還



所 得 税

－71－

付 請 求 書 を 提 出 す る こ と で 、減 免 の 適 用 を 受 け た 場 合 の 源 泉 徴 収 税

額 と 国 内 法 の 規 定 に よ る 税 率 に よ り 源 泉 徴 収 さ れ た 税 額 と の 差 額 に

つ い て 還 付 を 受 け る こ と が で き 、最 終 的 に 租 税 条 約 の 適 用 を 受 け る

こ と が で き る 。 」 と 述 べ て い る
( 9 )

。

届 出 書 と 共 に 還 付 請 求 書 を 提 出 し て 還 付 す る と い う こ の や り 方 に

つ い て は ､仲 谷 栄 一 郎 弁 護 士 ら の 書 物 に お い て も ､支 持 さ れ て い る 。

す な わ ち 、 「 投 資 所 得 の 支 払 前 に 、 上 記 届 出 書 が 提 出 さ れ ず 、 租 税

条 約 上 の 減 免 要 件 の 適 用 を 受 け ら れ な か っ た 場 合 で も 、後 に 還 付 請

求 書 と と も に 届 出 書 が 提 出 さ れ れ ば 、減 免 を 受 け ず に 源 泉 徴 収 さ れ

た 税 金 の 還 付 を 受 け る こ と が で き ま す（ 実 施 特 例 法 施 行 省 令 第 １ ５

条 第 １ 項 ） 。 」 と さ れ る
( 1 0 )

。

こ れ ら の 学 説 が 国 内 法 上 の 税 率 で 納 付 済 の 場 合 を 主 に 念 頭 に 置 い

て い る の に 対 し 、牧 野 好 孝 氏 と 儘 田 佳 代 子 氏 が ２ ０ ０ ５ 年 に 発 表 し

た 書 物 は 、本 事 例 に よ り 近 い 場 合 を 念 頭 に お い て 次 の よ う に 述 べ て

い る
( 1 1 )

。 い わ く 、 「 後 日 に 源 泉 徴 収 漏 れ が 判 明 し た 場 合 で す が 、

支 払 者 は 国 内 源 泉 所 得 の 受 領 者（ 非 居 住 者 等 ）か ら 源 泉 徴 収 税 額 の

返 還 を 受 け る こ と に な り ま す 。そ し て 受 領 者 が 軽 減 税 率 の 適 用 を 受

け る こ と を 希 望 し た 場 合 に は 、『 租 税 条 約 に 関 す る 届 出 書 』 を 所 轄

税 務 署 長 に 提 出 す る こ と に よ り 、軽 減 税 率 を 適 用 し て 源 泉 徴 収 す る

こ と が で き ま す（ 軽 減 税 率 を 適 用 し た 金 額 を 相 手 方 か ら 返 還 を 受 け

る こ と に な り ま す 。 ） 。 こ れ は 、 『 租 税 条 約 に 関 す る 届 出 書 』 の 提

出 を 支 払 日 の 前 日 ま で に 行 う と い う こ と が 、軽 減 税 率 の 適 用 を 受 け

る た め の 効 力 要 件 と は さ れ て い な い か ら で す 。 」

（ ４ ） 以 下 で 論 ず る こ と が ら

本 事 例 は 、す で に 納 付 済 の ケ ー ス で は な く 、こ れ か ら 源 泉 徴 収 を

行 う ケ ー ス で あ る 。同 様 の ケ ー ス を 念 頭 に お い て い る の が 牧 野 氏 ら

の 上 に み た 見 解 で あ り 、参 考 に な る と こ ろ 、そ れ は 実 施 省 令 の 平 成

２ ０ 年 改 正 以 前 の 叙 述 で あ る 。現 行 法 の 下 で は 、還 付 請 求 手 続 が 明
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定 さ れ た こ と を 織 り 込 ん で 立 論 す る 必 要 が あ る 。さ ら に 一 歩 基 本 に

遡 れ ば 、租 税 条 約 上 の 実 体 的 要 件 と 国 内 法 の 定 め る 手 続 と の 間 の 相

互 関 係 を ど う 整 理 す る か 、「 超 え な い も の と す る 」 と い う 条 約 の 文

言 を ど う 解 釈 す る か 、届 出 書 の 法 的 性 質 を ど う 解 す べ き か 、と い っ

た 点 を 整 理 す べ き も の と 思 わ れ る 。そ こ で 本 稿 は 、届 出 書 の 提 出 が

限 度 税 率 適 用 の 効 力 要 件 で な い と 解 す る 立 場 か ら 、次 の よ う に 立 論

し て み た い 。

２ 条 約 事 項 と 国 内 法 事 項 の 棲 み 分 け

（ １ ） 日 本 国 が 租 税 条 約 で 相 手 国 に 約 束 し た こ と が ら

日 米 租 税 条 約 上 の 配 当 に 係 る 限 度 税 率 の 適 用 要 件 を 満 た す か 否 か

を 判 定 す る 手 続 に つ い て 、 先 に Ⅱ ３ で み た よ う に 、 原 則 と し て 、 日

米 租 税 条 約 に は 規 定 が 置 か れ て い な い 。ほ ぼ 唯 一 と い っ て よ い 例 外

は 、一 方 の 締 約 国 の 居 住 者 が 条 約 の 特 典 を 受 け る 権 利 を 有 す る こ と

を 権 限 あ る 当 局 が 認 定 す る 場 合 で あ る （ 日 米 ２ ２ ④ ） 。 だ が 、 そ の

場 合 で あ っ て す ら 、「 当 該 締 約 国 の 法 令 又 は 行 政 上 の 慣 行 に 従 っ て 」

認 定 す る と 定 め て お り 、認 定 手 続 の 詳 細 は 当 該 締 約 国 の 国 内 法 に 委

ね て い る 。

従 っ て 、 限 度 税 率 の 適 用 に あ た り い か な る 手 続 を 採 用 す る か は 、

日 本 国 が 租 税 条 約 に お い て 米 国 に 約 束 し た 事 項 で は な く 、日 本 の 国

内 法 に 委 ね ら れ た 事 項 で あ る と 解 さ れ る 。こ の こ と は 、一 般 的 に 条

約 の 規 定 が 国 内 法 に 優 先 す る こ と と は 、 無 関 係 で あ る 。 な ぜ な ら 、

条 約 に 定 め が な い 以 上 、そ も そ も 条 約 の 規 律 が 及 ぶ こ と は あ り え ず

国 内 法 に 拠 る し か な い か ら で あ る 。

（ ２ ） 国 内 法 事 項 と し て の 届 出 や 還 付 の 手 続

以 上 か ら 、租 税 条 約 上 の 実 体 的 要 件 と 国 内 法 の 定 め る 手 続 と の 間

の 相 互 関 係 は 、 次 の よ う に 整 理 で き よ う 。 一 方 で 、 限 度 税 率 を 適 用

す る た め に 必 要 な 「 居 住 者 」 や 「 受 益 者 」 な ど の 要 件 は 、 租 税 条 約
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が 要 求 す る 実 体 的 適 用 要 件 で あ る 。他 方 で 、そ れ ら の 実 体 的 適 用 要

件 を 満 た し て い る か を 判 定 す る た め に 必 要 な 資 料 を ど の よ う な 手 続

で 確 保 し 、い か な る 方 式 で 限 度 税 率 を 実 施 す る か が 、国 内 法 に 委 ね

ら れ て い る の で あ る （ 図 表 ８ ） 。

図 表 ８ 条 約 事 項 と 国 内 法 事 項 の 棲 み 分 け

「 居 住 者 」 や 「 受 益 者 」 な ど の 実 体 的 適 用 要 件 → 条 約 事 項

実 体 的 適 用 要 件 を 満 た し て い る か を 判 定 す る 手 続 → 国 内 法 事 項

Ⅱ ４ で み た よ う に 、日 本 の 国 内 法 は 、事 前 に 届 出 書 を 提 出 さ せ た

う え で 、支 払 時 に 即 時 に 租 税 条 約 上 の 限 度 税 率 を 適 用 す る し く み を

採 用 し た 。実 施 法 の こ の や り 方 は 、条 約 に よ っ て 義 務 づ け ら れ た も

の で は な く 、あ く ま で 国 内 法 の 立 法 者 が 選 択 し た も の と 位 置 づ け る

こ と が で き よ う 。

（ ３ ） 「 超 え な い も の と す る 」 と い う 条 約 の 文 言

以 上 が 一 般 論 で あ る 。よ り 個 別 的 に 解 釈 論 を 展 開 す る た め は 、問

題 に な っ て い る 租 税 条 約 の 文 言 に そ く し て 検 討 す る こ と が 有 益 で あ

る 。 先 に Ⅱ ３ （ １ ） で 述 べ た よ う に 、 本 事 例 で は 源 泉 地 課 税 を 制 限

す る 配 当 条 項 の 適 用 が 問 題 と さ れ て お り 、 そ の 文 言 は 、「 次 の 額 を

超 え な い も の と す る ( s h a l l n o t e x c e e d )」 と い う も の で あ る （ 日 米

１ ０ ② ） 。

そ し て 、 Ⅱ ４ （ １ ） で 述 べ た よ う に 、 「 ５ ％ を 超 え な い 」 と い う

だ け で は 、５ ％ 以 下 の ど の 税 率 に な る か が 確 定 し な い 。そ の 意 味 で 、

こ の 規 定 は 、源 泉 徴 収 義 務 を 課 す 規 範 と し て は 明 確 性 や 完 全 性 に 欠

け て お り 、 直 接 適 用 可 能 と は い え な い 。 だ か ら こ そ 、 実 施 法 が 限 度

税 率 に 置 き 換 え て 課 税 す る 定 め を 置 い て い る の で あ る 。

し か し な が ら 、こ れ は あ く ま で 、国 が 納 税 者 に 対 し て 源 泉 徴 収 義
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務 を 負 わ せ る 局 面 に つ い て の 議 論 で あ る 。納 税 者 が 国 に 対 し て 還 付

を 請 求 す る 局 面 に お い て は 、 話 は 別 で あ る
( 1 2 )

。 す な わ ち 、 「 ５ ％

を 超 え な い も の と す る 」と い う 定 め は 、少 な く と も ５ ％ 以 下 で し か

課 税 し て は な ら な い と い う 規 範 を 明 確 か つ 完 全 に 定 立 し て い る か ら 、

納 税 者 の 国 に 対 す る 還 付 請 求 を 直 接 に 基 礎 づ け る こ と が で き る 。納

税 者 の 国 に 対 す る 還 付 請 求 を 基 礎 づ け る と い う そ の 限 り に お い て は 、

直 接 適 用 可 能 で あ る と い っ て よ い の で あ る 。

Ⅱ ６ で 紹 介 し た 平 成 ２ ０ 年 の 省 令 改 正 に よ り 、 現 在 に お い て は 、

国 内 法 上 も 還 付 請 求 手 続 が 明 確 化 さ れ て い る 。こ れ は 、租 税 条 約 を

直 接 に 援 用 す る こ と に よ る 納 税 者 の 国 に 対 す る 請 求 に つ き 、原 則 的

な 道 筋 を つ け た も の と し て 評 価 で き る 。だ が 、こ の 省 令 改 正 以 前 に

お い て も 条 約 の 効 力 と し て 納 税 者 の 還 付 請 求 は 可 能 で あ っ た し 、現

在 に お い て も 省 令 の ル ー ト 以 外 の 例 外 的 な 救 済 の 可 能 性 は 閉 ざ さ れ

て い な い も の と 解 す べ き で あ ろ う 。

３ 証 明 手 段 と し て の 届 出 書

（ １ ） 還 付 請 求 の 排 他 性 ？

さ て 、実 施 省 令 は 、一 方 で 限 度 税 率 の 適 用 を 求 め る 外 国 法 人 に 届

出 書 の 提 出 を 要 求 し て お り （ 実 施 省 令 ２ ① ）、 他 方 で 還 付 手 続 を 定

め て い る （ 実 施 省 令 ２ ⑧ ）。 こ の こ と か ら 、 届 出 書 を 提 出 し な か っ

た 納 税 者 は 、い っ た ん 必 ず 国 内 法 上 の 税 率 で 納 付 し 、し か る の ち に

還 付 を 請 求 し な け れ ば な ら な い と 解 す る 余 地 も 生 じ う る 。国 税 通 則

法 ２ ３ 条 の「 更 正 の 請 求 の 排 他 性 」に 似 た 考 え 方 を 実 施 省 令 の 解 釈

に 転 用 し 、 い わ ば 「 還 付 請 求 の 排 他 性 」 を 肯 定 す る 解 釈 で あ る 。

し か し な が ら 、こ の 解 釈 は 、還 付 請 求 が 救 済 方 法 の ひ と つ で あ る

こ と を 看 過 し て い る ば か り か 、届 出 書 の 趣 旨 を あ ま り に 硬 直 的 に と

ら え す ぎ て い る よ う に 思 わ れ る 。還 付 や 届 出 の 手 続 は 、法 律 上 の 個

別 的 な 委 任 規 定 も な い ま ま 、省 令 レ ベ ル で は じ め て 定 め ら れ て い る
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に す ぎ な い 。 届 出 書 は 、 租 税 条 約 の 要 求 す る 実 体 的 要 件 の 存 否 を 明

ら か に す る た め の 情 報 提 供 を 求 め て い る に す ぎ な い の で あ っ て 、 そ

の 提 出 は 限 度 税 率 適 用 の 要 件 で は な い と 解 さ れ る 。

（ ２ ） 証 明 手 段 と し て の 届 出 書

限 度 税 率 適 用 の た め の 届 出 書 は 、む し ろ 、租 税 条 約 上 の 実 体 的 要

件 を 満 た す こ と を 納 税 者 が 示 す た め の 証 明 手 段 と み る べ き で あ る 。

証 明 手 段 で あ る 以 上 、支 払 後 に 提 出 さ れ た 場 合 で あ っ て も 、租 税 条

約 の 定 め る 実 体 的 要 件 を 満 た す 場 合 に は 、す ぐ さ ま 限 度 税 率 を 適 用

し て 差 し 支 え な い 。 税 務 署 長 や 国 税 不 服 審 判 所 、 裁 判 所 は 、 条 約 上

の 要 件 を 満 た す こ と を 認 定 で き る 場 合 に は 、む し ろ 積 極 的 に 条 約 上

の 限 度 税 率 を 適 用 す る こ と が 要 請 さ れ る も の と 解 さ れ る 。

本 事 例 に お い て も 、源 泉 徴 収 漏 れ を 指 摘 さ れ た 会 社 と し て は 、支

払 の 日 の 後 で あ っ て も 所 定 の 届 出 書 を 提 出 し 、５ ％ の 限 度 税 率 で 納

付 す る こ と が で き る と 考 え て お き た い 。

（ ３ ） 立 法 政 策 と し て の 正 当 性

本 事 例 に お い て 、限 度 税 率 の 適 用 要 件 が 満 た さ れ る 場 合 、仮 に ２

０ ％ で 源 泉 徴 収 し た と し て も 、納 付 税 額 は 誤 納 金 と な る 。な ぜ な ら

５ ％ で 源 泉 徴 収 す る こ と が 正 し い 法 適 用 の 結 果 で あ り 、２ ０ ％ で 源

泉 徴 収 す る こ と は も と も と 違 法 で あ る か ら で あ る 。

そ れ に も か か わ ら ず 、い っ た ん ２ ０ ％ で 源 泉 徴 収 し た う え で し か

る の ち に 還 付 請 求 す る こ と を 強 制 す る の は 、納 税 者 に 無 駄 な 手 続 を

ふ ま せ る こ と に 他 な ら な い 。場 合 に よ っ て は 還 付 加 算 金 が 付 さ れ る

か ら （ 通 則 法 ５ ８ ）、 現 在 の 低 金 利 の 下 で は 国 の 税 収 も ネ ッ ト で み

て 損 失 を 被 る こ と に な り か ね な い 。

立 法 政 策 の あ り 方 と し て 、当 事 者 間 で の 無 用 な 財 貨 の 動 き は 、最

小 に す る こ と が 望 ま し い 。 上 記 （ ２ ） の 解 釈 論 は 、 こ の よ う な 立 法

政 策 の 方 向 に も 沿 う 。
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（ ４ ） 国 税 庁 ウ ェ ブ サ イ ト の 記 載 と の 関 係

上 記 （ ２ ） の 解 釈 に 対 す る 反 論 材 料 と し て 、 次 の 点 を あ げ る 向 き

が あ る か も し れ な い 。 す な わ ち 、 国 税 庁 の ウ ェ ブ サ イ ト は 、「 租 税

条 約 に 関 す る 源 泉 徴 収 税 額 の 還 付 請 求（ 割 引 債 及 び 芸 能 人 等 の 役 務

提 供 事 業 の 対 価 に 係 る も の を 除 く ）」 と 題 し て 、 租 税 条 約 の 規 定 が

遡 及 し て 適 用 さ れ る 場 合 や 、「 租 税 条 約 に 関 す る 届 出 書 」 を 提 出 し

な か っ た こ と に 基 因 す る 場 合 を 含 め て 、還 付 請 求 書 を 提 出 す る も の

と す る ガ イ ダ ン ス を 公 表 し て い る
( 1 3 )

。 こ の こ と は 、 課 税 当 局 が 還

付 請 求 手 続 の 所 管 範 囲 を か な り 広 め に と ら え て い る 証 左 で あ り 、

「 還 付 請 求 の 排 他 性 」を 基 礎 づ け る 理 由 に な る の で は な い か 、と い

う わ け で あ る 。

し か し 、国 税 庁 ウ ェ ブ サ イ ト の 記 載 を こ の よ う に 読 む こ と は 、二

重 の 意 味 で 誤 り で あ ろ う 。 第 １ に 、 同 ウ ェ ブ サ イ ト は 「 還 付 請 求 の

排 他 性 」を 明 示 し て い る も の で は な く 、単 に 救 済 手 続 の 周 知 を 図 っ

た も の と 考 え ら れ る 。 第 ２ に 、 仮 に 「 還 付 請 求 の 排 他 性 」 を 有 権 的

解 釈 と し て 採 用 す る の で あ れ ば 、解 釈 通 達 を 発 す る な ど 、行 政 当 局

と し て そ れ な り の 手 続 を 踏 む べ き で あ る 。そ う し て い な い 以 上 、そ

の よ う な 解 釈 を 採 用 し た と み る の は 勇 み 足 だ と 考 え る 。

４ 加 算 税 の 扱 い

本 税 に つ い て は ５ ％ で 源 泉 徴 収 す れ ば よ い と し て 、加 算 税 は ど う

か 。法 定 納 期 限 ま で に 完 納 さ れ な い 場 合 、不 納 付 加 算 税 の 賦 課 が 問

題 に な り う る （ 通 則 法 ６ ７ ）。

こ の 点 に つ い て は 、配 当 条 項 適 用 の た め の 実 体 的 要 件 を 満 た す 限

り 、 ５ ％ で 源 泉 徴 収 す る こ と に 、 何 ら 違 法 な 点 は な い 。 １ ５ ％ 分 に

つ い て は 不 納 付 加 算 税 の 賦 課 要 件 は 満 た さ れ な い と 解 す べ き で あ ろ

う 。仮 に 一 歩 譲 っ て 、届 出 書 の 提 出 が 遅 れ た こ と が 問 題 と な り う る

と し て も 、 そ れ は 、 証 拠 の 提 出 が 遅 れ た の と 同 じ こ と で あ る 。 要 件
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を 満 た し て い る 以 上 、５ ％ の 限 度 税 率 を 適 用 す べ き で あ っ た こ と に

変 わ り は な い 。

な お 、念 の た め に 付 言 す れ ば 、以 上 の 解 釈 は そ も そ も 不 納 付 加 算

税 の 賦 課 要 件 が 満 た さ れ な い と 立 論 す る も の で あ っ て 、「 正 当 な 理

由 」 が あ る と 立 論 す る も の で は な い
( 1 4 )

。

５ 延 滞 税 の 扱 い

延 滞 税 （ 通 則 法 ６ ０ ① 五 ） に つ い て も 、 同 じ 理 由 に よ っ て 、 ５ ％

で 源 泉 徴 収 す る こ と こ そ が 適 法 で あ る か ら 、１ ５ ％ 分 に つ い て は 発

生 し な い と い う べ き で あ ろ う 。

Ⅳ 結 論 と 展 望

１ 結 論

本 稿 の 考 え 方 に よ る と 、平 成 ２ ０ 年 の 実 施 省 令 改 正 以 降 に お け る

届 出 書 の 法 的 性 質 は 、 租 税 条 約 の 実 体 的 要 件 を 判 定 す る た め の 証 明

手 段 で あ る 。そ の 法 的 性 質 は 、改 正 前 と 同 じ で あ る 。事 例 の「 当 社 」

と し て は 、届 出 書 の 提 出 と と も に 支 払 配 当 金 額 の ５ ％ 相 当 分 を 納 付

す れ ば 足 り る ｡仮 に ２ ０ ％ で 納 付 し た と す れ ば ､そ れ は 誤 納 金 で あ

る 。 １ ５ ％ 分 に つ い て は 、 不 納 付 加 算 税 の 賦 課 要 件 は 満 た さ れ ず 、

延 滞 税 も 発 生 し な い 。

た だ し 、必 ず し も 明 確 な 先 例 が 見 当 た ら な い 領 域 で あ り 、以 上 が

私 見 で あ る こ と に ご 留 意 い た だ き た い 。

２ 展 望

源 泉 徴 収 義 務 者 は 、外 国 法 人 の 納 税 義 務 を 代 行 す る と い う 性 格 と

納 税 事 務 を 主 に 遂 行 す る 主 体 で あ る と い う 性 格 と の 二 面 性 を も つ 。

２ ０ ０ ３ 年 署 名 の 日 米 租 税 条 約 以 降 、い く つ も の 租 税 条 約 で 特 典 条



－78－

項 が 導 入 さ れ た 結 果 、源 泉 徴 収 義 務 者 を 経 由 し て 提 出 す べ き 届 出 書

や 各 種 書 類 の 情 報 量 は 極 め て 増 加 し て い る 。源 泉 徴 収 を め ぐ っ て ト

ラ ブ ル が 生 じ た 場 合 、源 泉 徴 収 義 務 者 と 外 国 法 人 の 間 の 契 約 に よ っ

て 、源 泉 徴 収 義 務 者 は 外 国 法 人 に 対 し て 求 償 で き ず 、自 ら の 責 任 で

処 理 し な け れ ば な ら な い こ と も 多 い 。こ の よ う な 状 況 に 鑑 み 、本 稿

で は 責 任 の 範 囲 の 限 定 に む け た 解 釈 論 を 提 示 し た 。

租 税 条 約 の 適 用 に お け る 源 泉 徴 収 義 務 者 の 役 割 に 関 し て は 、米 国

に お け る 適 格 仲 介 人 （ q u a l i f i e d i n t e r m e d i a r y , Ｑ Ⅰ ） の 制 度 の 展

開 な ど を に ら み つ つ 、商 取 引 の 円 滑 化 の 要 請 と 、濫 用 防 止 の 要 請 を

折 り 合 わ せ る た め に 、 引 き 続 き 検 討 が 必 要 で あ る 。 さ ら に 、 巨 視 的

な 立 法 論 と し て は 、本 稿 で 与 件 と し た 構 成 と 逆 の 方 向 ― 源 泉 徴 収 の

法 律 関 係 を 国 内 事 案 に 関 す る 最 高 裁 の 理 解 に 揃 え て 立 法 化 す る こ と

や 、源 泉 徴 収 の 権 限 と 責 任 を 支 払 者 に 集 中 す る た め の 税 制 を 設 け る

こ と ― を も 視 野 に 入 れ て 、総 合 的 に 得 失 を 研 究 す る こ と が 求 め ら れ

る 。

注 ( 1 ) 法 人 税 の 申 告 納 付 に つ い て は 論 述 し な い 。な ぜ な ら 、Ａ 社 は

日 本 国 内 に 恒 久 的 施 設 を 有 し て い な い か ら で あ る（ 法 法 １ ４ １

一 か ら 三 ）。 一 般 論 と し て は 、 恒 久 的 施 設 を 有 し て い な く て も

法 人 税 の 申 告 納 付 が 問 題 と な り う る と こ ろ （ 法 法 １ ４ １ 四 ）、

本 事 例 で は 内 国 法 人 か ら 受 け る 剰 余 金 の 配 当 が 問 題 に な っ て

お り 、 法 人 税 の 申 告 納 付 に つ い て 論 ず る 必 要 が な い 。 仮 に 事 業

の 遂 行 か ら 生 ず る 所 得 が あ っ た と し て も 、 租 税 条 約 上 「 恒 久 的

施 設 な く し て 課 税 な し 」の ル ー ル が 適 用 さ れ れ ば（ 日 米 ７ ① ）、

Ａ 社 は 日 本 で 法 人 税 を 申 告 納 付 す る 義 務 を 負 わ な い こ と に な

ろ う 。 以 下 で 概 観 す る の は 、 も っ ぱ ら 源 泉 所 得 税 に 関 す る 所 得

税 法 ・ 日 米 租 税 条 約 ・ 実 施 法 の 定 め で あ る 。

( 2 ) 水 野 忠 恒「 租 税 条 約 と 国 内 法 ― 外 国 法 人（ 非 居 住 者 ）に か か
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る 源 泉 徴 収 所 得 税 と そ の 還 付 に つ い て ― 」国 際 税 務 １ ５ 巻 １ 号

の ち に『 国 際 課 税 の 制 度 と 理 論 』８ １ 頁（ 有 斐 閣 、２ ０ ０ ０ 年 ）

に 所 収 、 引 用 は 同 書 ８ ４ 頁 。

( 3 ) D a v i d W. W i l l i a m s , G e n e r a l R e p o r t , i n I F A , P r a c t i c a l

i s s u e s i n t h e a p p l i c a t i o n o f d o u b l e t a x c o n v e n t i o n s , C a h i e r s

d e d r o i t f i s c a l i n t e r n a t i o n a l , Vo l u m e 8 3 b , 5 3 ( 1 9 9 8 ) .

( 4 ) R a f f a e l e R u s s o , A d m i n i s t r a t i v e A s p e c t s o f t h e A p p l i c a t i o n o f

T a x T r e a t i e s , B u l l e t i n f o r I n t e r n a t i o n a l T a x a t i o n , Vo l . 6 3 , N o . 1 0 ,

4 8 2 ( 2 0 0 9 ) .

( 5 ) O E C D C o m m e n t a r y o n A r t i c l e 1 o f t h e M o d e l T a x

C o n v e n t i o n o n I n c o m e a n d o n C a p i t a l , 2 0 0 8 , P a r a g r a p h 2 6 . 2 .

( 6 ) h t t p : / / w w w. n t a . g o . j p / t e t s u z u k i / s h i n s e i / a n n a i / j o y a k u /

a n n a i / 1 6 4 8 _ 3 9 . h t m （ ２ ０ ０ ９ 年 １ ２ 月 １ ７ 日 訪 問 ）

( 7 ) 緒 方 健 太 郎 ・ 灘 野 正 規 ・ 山 田 彰 宏「 国 際 課 税 関 係 の 改 正 」『 平

成 ２ ０ 年 版 改 正 税 法 の す べ て 』 ５ ２ ０ 頁 （ 大 蔵 財 務 協 会 、 ２ ０

０ ８ 年 ）。

( 8 ) 水 野 忠 恒 「 租 税 条 約 と 国 内 法 ― 外 国 法 人 （ 非 居 住 者 ） に か

か る 源 泉 徴 収 所 得 税 と そ の 還 付 に つ い て ― 」 国 際 税 務 １ ５ 巻

１ 号 、 の ち に 『 国 際 課 税 の 制 度 と 理 論 』 ８ １ 頁 （ 有 斐 閣 、 ２

０ ０ ０ 年 ） に 所 収 。

( 9 ) 赤 松 晃『 国 際 課 税 の 実 務 と 理 論 ― グ ロ ー バ ル ・ エ コ ノ ミ ー と

租 税 法 ― （ 第 ２ 版 ）』 ５ ７ 頁 （ 税 務 研 究 会 、 ２ ０ ０ ９ 年 、 初 出

２ ０ ０ ７ 年 ）。

( 1 0 ) 仲 谷 栄 一 郎 ＝ 井 上 康 一 ＝ 梅 辻 雅 春 ＝ 藍 原 滋 『〔 第 ４ 版 〕 外 国 企

業 と の 取 引 と 税 務 』 ５ ２ 頁 （ 商 事 法 務 、 ２ ０ ０ ９ 年 ）。

( 1 1 ) 牧 野 好 孝 ＝ 儘 田 佳 代 子 『 租 税 条 約 適 用 届 出 書 の 書 き 方 パ ー フ

ェ ク ト ガ イ ド 』 ２ ２ 頁 （ 税 務 研 究 会 出 版 局 、 ２ ０ ０ ５ 年 ）。

( 1 2 ) 配 当 条 項 の 文 言 を こ の よ う に 読 む 可 能 性 に つ い て は 、 ２ ０ ０
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９ 年 ８ 月 ３ 日 の 研 究 会 に お い て 、牛 嶋 勉 弁 護 士 の 口 頭 の ご 教 示

を い た だ い た 。た だ し 、本 文 の 立 論 に 関 す る 責 任 は 増 井 個 人 に

帰 す る 。

( 1 3 ) 前 掲 注 ６ 。

( 1 4 ) 最 高 裁 は「 正 当 な 理 由 」の 意 義 を 比 較 的 狭 く 解 す る 傾 向 に あ る 。

例 え ば 、最 判 平 成 １ ８ 年 ４ 月 ２ ０ 日 民 集 ６ ０ 巻 ４ 号 １ ６ １ １ 頁

は 、 過 少 申 告 加 算 税 に つ い て 、「 真 に 納 税 者 の 責 め に 帰 す る こ

と の で き な い 事 情 が あ り ､ 過 少 申 告 税 の 趣 旨 に 照 ら し て も ､ な

お 、納 税 者 に そ れ を 賦 課 す る こ と が 不 当 ま た は 酷 に な る 場 合 を

い う 」 と い う 基 準 を 示 し て い る 。




